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玉木 義雄 （同 放射線科）
【目 的】 放射線療法を受けた患者のQOLを評価し,
身体的変化について実態を調査した.【対象・方法】 平




















法】 平成 20年 10月から平成 21年 1月末までの電話相
談の件数,相談内容,相談者の背景などを集計し分析.
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【背景・目的】 腫瘍の低酸素は治療に対する反応性や予
後の悪さと関連している. ??Cu-ATSM (??Cu-labeled
 
Diacetyl-Bis(N?-Methylthiosemicarbozone))は選択的に
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